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 ＜巻頭言＞ 

信仰の道 

牧師 郭永東 

信仰の道を歩むとき、私たちはしばし

ば「どのように始めるか」に心を向けが

ちです。けれども聖書は、信仰において

本当に大切なのは「どのように終わるか」

であることを教えています。 

信仰の道は、始まりよりも終わりが大

切な旅です。信仰とは一時的な熱心さで

はなく、最後まで走り抜く忍耐の歩みだ

からです。使徒パウロはテモテへの手紙

第二 2 章で、信仰者の姿を三つのたとえ

で語っています。 

第一は兵士です。兵士は自分を召した

者に忠実であり、日常のことに心を奪わ

れることなく任務に集中します。同じよ

うに、キリストに召された私たちも、人

生の中心を主に置き、揺るがず歩むこと

が求められています。 

第二は競技者です。競技者は規則に従

って競わなければ、勝利の冠を受けるこ

とはできません。信仰の歩みも神の御言

葉という基準に従って最後まで走り抜く

とき、真の報いを受けることができます。 

第三は農夫です。農夫は種を蒔き、長

い時間を忍耐して働いた後に、ようやく

実りを受け取ります。信仰も同じように、

目に見える結果がすぐに現れなくても、

あきらめずに続ける忍耐が必要です。 

忠実な兵士のように、節制する競技者

のように、忍耐する農夫のように歩むと

き、私たちの信仰は揺らぐことなく保た

れます。神は、始めた人よりも、最後ま

で走り抜いた人の人生を通してご自身の

栄光を現されます。だからこそ私たちは

今日も信仰の道を黙々と歩み、最後まで

完走する信仰を持ち続けたいものです。 

第一礼拝次第 
ﾒｯｾｰｼﾞ：郭永東牧師 

 

前   奏   

頌 栄 ５４０ 会 衆 

主の祈り  会 衆 

プレイズ 
「主は今生きておられる」 

会 衆 
｢叫べ全地よ」 

聖書朗読  列王記上 11：1～8 司 会 

 （旧約聖書 p548）  

祈 祷   司 会 

賛 美 讃美歌１９４ 会 衆 

メッセージ ｢ソロモンの 牧 師 

祈 祷  祝福と背信」 牧 師 

賛 美   新生３１９ 会 衆 

献 金  

  

報 告            司 会 

頌 栄 新生６７２b    会 衆  

祝 祷                 牧 師 

 

 

♪～♪～♪～♪～♪～♪～♪～ 

ユースゴスペル 

フェスティバルへ合流 

17：30 胡屋教会 
 

♪～♪～♪～♪～♪～♪～♪～ 

 
ファミリｰ礼拝 

お話し：渡真利千佳子姉 
 

聖書：ヨハネ 15：1～11 

ﾒｯｾｰｼﾞ：「ぶどうの木の教え」    


